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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 28日 (2006.2.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 記 録 再 生 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 所 定 種 類 の 情 報 が 記 録 さ れ る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 に つ い て 再 生 を 行 う
再 生 部 位 と 、 該 再 生 部 位 に て 再 生 さ れ た 情 報 を 所 定 の 記 録 媒 体 に 記 録 す る 記 録 部 位 を 備 え
た と し て 、
　 上 記 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 を 所 定 の 回 転 駆 動 方 式 に 従 っ て 回 転 駆 動 さ せ る こ と の で き る 回
転 駆 動 手 段 と 、
　 回 転 駆 動 さ れ る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る 情 報 を 読 み 出 す 再 生 ヘ ッ ド 手 段 と
、
　 上 記 再 生 ヘ ッ ド 手 段 の 情 報 読 み 出 し 位 置 と 上 記 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 と の デ ィ ス ク 半 径 方
向 に お け る 相 対 的 な 位 置 関 係 を 変 位 さ せ る こ と の で き る 機 構 を 備 え た 変 位 手 段 と 、
　 上 記 再 生 ヘ ッ ド 手 段 に よ り 上 記 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た 情 報 の エ ラ ー 状 態
を 検 出 す る エ ラ ー 検 出 手 段 と 、
　 上 記 エ ラ ー 検 出 手 段 に よ り エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 検 出 結 果 が 得 ら れ た 場 合 に 、 こ の
エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る と き に 対 応 す る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 上 の 再 生 位 置 よ り も 以 前 の
再 生 位 置 に 上 記 再 生 ヘ ッ ド 手 段 の 情 報 読 み 出 し 位 置 を 到 達 さ せ る た め の 戻 り ア ク セ ス 動 作
が 実 行 さ れ る よ う に 上 記 変 位 手 段 を 制 御 す る 変 位 制 御 手 段 と 、
　 少 な く と も 、 高 速 と さ れ る 所 定 の 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 と 、 該 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 よ り も
低 速 な 所 定 の 第 ２ の 回 転 駆 動 速 度 と の 設 定 切 り 換 え が 行 わ れ る よ う に 上 記 回 転 駆 動 手 段 を
制 御 可 能 と さ れ た 上 で 、
　 上 記 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 を 設 定 し て 再 生 が 実 行 さ れ て い る 状 態 の も と で 、 上 記 エ ラ ー 検
出 手 段 に よ り エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 検 出 結 果 が 得 ら れ て 上 記 戻 り ア ク セ ス 動 作 が 実 行
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さ れ た 場 合 に は 、 少 な く と も 、 こ の 戻 り ア ク セ ス 動 作 後 の 再 生 の た め に 上 記 第 ２ の 回 転 駆
動 速 度 を 設 定 す る 制 御 を 実 行 可 能 と さ れ る 回 転 駆 動 速 度 制 御 手 段 と 、
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 上 記 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 に は 、 プ ロ グ ラ ム 単 位 で 情 報 が 管 理 さ れ て 記
録 さ れ て い る も の と し た う え で 、
　 上 記 以 前 の 再 生 位 置 と は 、 上 記 エ ラ ー 検 出 手 段 に よ り エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 検 出 結
果 が 得 ら れ た と き に 再 生 さ れ て い た 現 プ ロ グ ラ ム の 再 生 開 始 位 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 上 記 記 録 部 位 に お い て は 、 上 記 記 録 媒 体 に 対 し て 情 報 の 記 録 を 行 う た
め の 記 録 ヘ ッ ド 手 段 と 、 該 記 録 ヘ ッ ド 手 段 の 情 報 書 き 込 み 位 置 と 上 記 記 録 媒 体 と の 記 録 位
置 と の 相 対 的 な 位 置 関 係 を 変 位 さ せ る こ と の で き る 機 構 を 備 え た 記 録 側 変 位 手 段 と が 備 え
ら れ て い る も の と さ れ た 上 で 、
　 上 記 エ ラ ー 検 出 手 段 に よ り エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 検 出 結 果 が 得 ら れ た 場 合 に 、 こ の
エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る タ イ ミ ン グ で 記 録 が 行 わ れ て い た と さ れ る 上 記 記 録 媒 体 上 の 記
録 位 置 よ り も 以 前 の 記 録 位 置 に 上 記 記 録 ヘ ッ ド 手 段 の 情 報 書 き 込 み 位 置 を 到 達 さ せ る た め
の 戻 り ア ク セ ス 動 作 が 実 行 さ れ る よ う に 上 記 記 録 側 変 位 手 段 を 制 御 す る 記 録 側 変 位 制 御 手
段 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 上 記 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 に は プ ロ グ ラ ム 単 位 で 情 報 が 管 理 さ れ て 記 録
さ れ て い る の に 対 応 し て 、 記 録 部 位 に お い て は 、 上 記 プ ロ グ ラ ム 単 位 で 管 理 さ れ る よ う に
し て 上 記 記 録 媒 体 に 対 す る 記 録 を 行 う よ う に さ れ て い る も の と し た う え で 、
　 上 記 以 前 の 記 録 位 置 と は 、 上 記 エ ラ ー 検 出 手 段 に よ り エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 検 出 結
果 が 得 ら れ た と き に 記 録 さ れ て い た 現 プ ロ グ ラ ム の 記 録 開 始 位 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た オ ー デ ィ オ 信 号 と し て の 情 報 を 再 生
し て 、 他 の 記 録 媒 体 に 記 録 可 能 な 構 成 を 採 る に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 所 定 種 類 の 情 報 が 記 録 さ れ る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 に つ い て 再 生 を 行 う 再 生 部 位
と 、 該 再 生 部 位 に て 再 生 さ れ た 情 報 を 所 定 の 記 録 媒 体 に 記 録 す る 記 録 部 位 を 備 え た

と し て 次 の よ う に 構 成 す る 。
　 つ ま り 、 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 を 所 定 の 回 転 駆 動 方 式 に 従 っ て 回 転 駆 動 さ せ る こ と の で き
る 回 転 駆 動 手 段 と 、 回 転 駆 動 さ れ る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る 情 報 を 読 み 出 す
再 生 ヘ ッ ド 手 段 と 、 こ の 再 生 ヘ ッ ド 手 段 の 情 報 読 み 出 し 位 置 と 上 記 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 と
の デ ィ ス ク 半 径 方 向 に お け る 相 対 的 な 位 置 関 係 を 変 位 さ せ る こ と の で き る 機 構 を 備 え た 変
位 手 段 と 、 再 生 ヘ ッ ド 手 段 に よ り 上 記 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た 情 報 の エ ラ ー
状 態 を 検 出 す る エ ラ ー 検 出 手 段 と 、 こ の エ ラ ー 検 出 手 段 に よ り エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る
検 出 結 果 が 得 ら れ た 場 合 に 、 こ の エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る と き に 対 応 す る デ ィ ス ク 状 記
録 媒 体 上 の 再 生 位 置 よ り も 以 前 の 再 生 位 置 に 上 記 再 生 ヘ ッ ド 手 段 の 情 報 読 み 出 し 位 置 を 到
達 さ せ る た め の 戻 り ア ク セ ス 動 作 が 実 行 さ れ る よ う に 変 位 手 段 を 制 御 す る 変 位 制 御 手 段 と
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、 少 な く と も 、 高 速 と さ れ る 所 定 の 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 と 、 こ の 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 よ り
も 低 速 な 所 定 の 第 ２ の 回 転 駆 動 速 度 と の 設 定 切 り 換 え が 行 わ れ る よ う に 回 転 駆 動 手 段 を 制
御 可 能 と さ れ た 上 で 、 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 を 設 定 し て 再 生 が 実 行 さ れ て い る 状 態 の も と で
エ ラ ー 検 出 手 段 に よ り エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 検 出 結 果 が 得 ら れ て 戻 り ア ク セ ス 動 作 が
実 行 さ れ た 場 合 に は 、 少 な く と も 、 こ の 戻 り ア ク セ ス 動 作 後 に お い て 第 ２ の 回 転 駆 動 速 度
を 設 定 す る 制 御 を 実 行 可 能 と さ れ る 回 転 駆 動 速 度 制 御 手 段 と を 備 え て す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 に お い て 、 再 生 部 位 に て 高 速 と さ れ る 第 １ の 回 転 駆 動
速 度 で 再 生 を 行 っ て い る 状 態 で エ ラ ー 訂 正 処 理 時 の エ ラ ー 検 出 結 果 （ エ ラ ー 訂 正 結 果 ） と
し て エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 場 合 に は 、 こ の エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る と き の 再 生 位 置
よ り も 以 前 の 再 生 位 置 に ア ク セ ス さ せ る 戻 り ア ク セ ス 動 作 が 実 行 さ れ 、 例 え ば こ の 後 の 再
生 に つ い て は 第 １ の 回 転 速 度 よ り も 低 速 な 第 ２ の 回 転 駆 動 速 度 が 設 定 さ れ る 。
　 こ れ は 、 エ ラ ー が 発 生 し た と さ れ る 検 出 結 果 が 得 ら れ た と き は 、 高 速 な 第 １ の 回 転 駆 動
速 度 に よ っ て 再 生 を 行 っ て い る こ と が 原 因 で あ る と み な し 、 よ り 低 速 な 第 ２ の 回 転 駆 動 速
度 に よ っ て 再 生 を 行 う こ と で 、 再 生 動 作 の 安 定 性 を 得 る 、 即 ち 、 補 間 ノ イ ズ の 発 生 頻 度 を
抑 え る よ う に し て い る こ と を 意 味 す る 。
　 ま た 、 第 ２ の 回 転 駆 動 速 度 に よ っ て 再 生 を 行 う 際 に は 、 少 な く と も エ ラ ー 発 生 が 検 出 さ
れ た 再 生 位 置 よ り 前 の 再 生 位 置 か ら 再 生 を 開 始 さ せ る こ と に な る の で あ る が 、 こ れ は 、 エ
ラ ー が 発 生 し た 再 生 位 置 よ り も 前 の 再 生 位 置 か ら 再 生 の や り 直 し を 行 う こ と を 意 味 し て い
る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 降 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の と し て は 、
Ｃ Ｄ の 再 生 及 び Ｍ Ｄ の 記 録 再 生 が 可 能 と さ れ た う え で 、 Ｃ Ｄ に て 再 生 さ れ た オ ー デ ィ オ デ
ー タ を Ｍ Ｄ に 記 録 す る 、 い わ ゆ る ダ ビ ン グ 記 録 が 可 能 に 構 成 さ れ る Ｃ Ｄ ／ Ｍ Ｄ 複 合 機 器 と
し て の 記 録 再 生 装 置 を 例 に 挙 げ る こ と と す る 。
　
　 １ ． 補 間 ノ イ ズ
　 ２ ． の 構 成
　 ３ ． Ｍ Ｄ ト ラ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト
　 ４ ． Ｕ － Ｔ Ｏ Ｃ
　 ３ ． 本 実 施 の 形 態 の 高 速 ダ ビ ン グ 動 作
　 　 ３ － １ ． 概 要
　 　 ３ － ２ ． 処 理 動 作
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 ２ ． の 構 成
　
　 続 い て 、 本 実 施 の 形 態 と し て の で あ る Ｍ Ｄ ／ Ｃ Ｄ 複 合 機 器 の 構 成 に つ い て
図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 、 Ｍ Ｄ ９ ０ （ 光 磁 気 デ ィ ス ク ） は 、 Ｍ Ｄ に 対 す る 記 録 再 生 動 作 を 行 う Ｍ Ｄ
部 に 装 填 さ れ る 。
　 Ｍ Ｄ ９ ０ は 音 声 デ ー タ を 記 録 で き る メ デ ィ ア と し て 用 い ら れ 、 記 録 ／ 再 生 時 に は ス ピ ン
ド ル モ ー タ ２ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 。
　 光 学 ヘ ッ ド ３ は 光 磁 気 デ ィ ス ク と し て の Ｍ Ｄ ９ ０ に 対 し て 記 録 ／ 再 生 時 に レ ー ザ 光 を 照
射 す る こ と で 、 記 録 ／ 再 生 時 の ヘ ッ ド と し て の 動 作 を 行 な う 。 即 ち 記 録 時 に は 記 録 ト ラ ッ
ク を キ ュ リ ー 温 度 ま で 加 熱 す る た め の 高 レ ベ ル の レ ー ザ 出 力 を 行 い 、 ま た 再 生 時 に は 磁 気
カ ー 効 果 に よ り 反 射 光 か ら デ ー タ を 検 出 す る た め の 比 較 的 低 レ ベ ル の レ ー ザ 出 力 を 行 う 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ １ ０ ４ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の は 、 例 え ば 再 生 部 位 に お い て 定 常 １ 倍 速 よ り
も 高 速 な 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 に よ っ て デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 を 回 転 駆 動 し て 高 速 ダ ビ ン グ を
行 っ て い る と き に 、 例 え ば 在 る 頻 度 以 上 の 補 間 ノ イ ズ の 発 生 に 対 応 す る 程 度 の 再 生 エ ラ ー
状 態 と な っ た こ と が 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 こ の エ ラ ー が 検 出 さ れ た と き の 再 生 位 置 以 前 の
再 生 位 置 に 戻 す よ う に ア ク セ ス を さ せ た 上 で 、 こ こ か ら 上 記 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 よ り も 低
速 な 第 ２ の 回 転 駆 動 速 度 （ 例 え ば １ 倍 速 ） に よ っ て デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 を 回 転 さ せ て 再 生
を 行 う よ う に さ れ る 。 例 え ば こ の 後 は 、 次 の プ ロ グ ラ ム （ ト ラ ッ ク ） を 再 生 す る と き に 再
度 第 １ の 回 転 駆 動 速 度 が 設 定 さ れ る 。
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